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資料６



府内の入院者（14,569人）とその内のアルコール（678人）、
泉州圏域の入院者（3,144人）とその内のアルコール（142人）
に着目して分析を行った。

疾患名区分（入院時住所地） 府内 泉州
人数 割合 人数 割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 4,241 29.1% 1,214 38.6%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (2,181) (15.0%) (630) (20.0%)

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (343) (2.4%) (117) (3.7%)

アルツハイマー病の認知症・血管性認知症以外の、
症状性を含む器質性精神障害（F02-F09）

(1,717) (11.8%) (467) (14.9%)

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 826 5.7% 169 5.4%

F10アルコール使用による精神及び行動の障害
(678) (4.7%) (142)(4.5%)

覚せい剤による精神及び行動の障害※ (91) (0.6%) (19) (0.6%)

アルコール覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び行動の障害※ (57) (0.4%) (8) (0.3%)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 6,942 47.6% 1,242 39.5%

気分（感情）障害（F3） 1,519 10.4% 354 11.3%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 238 1.6% 35 1.1%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 55 0.4% 4 0.1%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 35 0.2% 3 0.1%

精神遅滞〔知的障害〕（F7) 305 2.1% 76 2.4%

心理的発達の障害（F8） 162 1.1% 12 0.4%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害（F9) 60 0.4% 10 0.3%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 42 0.3% 8 0.3%

その他 143 1.0% 17 0.5%

不明 1 0.0% 0 0.0%

総計 14,569 100.0% 3,144 100.0% 2



状態像区分 グラフの用語

3

状態像区分

寛解 328人

寛解・院内寛解 1,764人
院内寛解 1,436人

軽度 2,711人

中度 5,984人

重度 3,467人

最重度 643人

全状態像 14,569人

グラフの用語

府内アルコール
大阪府内全精神科病院
のアルコールの入院者

14,569人

泉州アルコール
泉州圏域内精神科病院
の住所地が泉州のアル
コールの入院者

142人

泉州全疾患
泉州圏域内精神科病院
の住所地が泉州圏域の
入院者

3,144人



寛解, 25, 

3.7%

院内寛

解, 168, 

24.8%

軽度, 

192, 
28.3%

中度, 

204, 
30.1%

重度, 78, 

11.5%

最重度, 

11, 1.6%

府内アルコール

状態像区分

寛解, 2, 

1.4%
院内寛

解, 36, 

25.4%

軽度, 42, 

29.6%

中度, 49, 

34.5%

重度, 10, 

7.0%

最重度, 

3, 2.1%

泉州アルコール
寛解, 19

人, 0.6%

院内寛

解, 228

人, 7.3%

軽度, 554

人, 17.6%

中度, 

1,483人, 

47.2%

重度, 768

人, 24.4%

最重度, 

92人, 

2.9%

泉州全疾患

泉州全疾患と泉州アルコールを比較すると、最重度、
重度、中度については、全疾患の方が比率が高く、
軽度、院内寛解、寛解については泉州アルコールの
方が高くなっている。

府内アルコールと泉州アルコールを比較すると、特
に際立った傾向の違いは見られない。
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年齢区分【全状態像】

60歳未

満, 248 , 

36.6%

60歳代, 

190 , 
28.0%

70歳以

上, 240 , 

35.4%

府内アルコール

60歳未

満, 39 , 

27.5%

60歳代, 

42 , 
29.6%

70歳以

上, 61 , 

43.0%

泉州アルコール 60歳未

満, 716 , 

22.8%

60歳代, 

469 , 
14.9%

70歳以

上, 

1,959 , 
62.3%

泉州全疾患

府内アルコールと泉州アルコールでは、泉州アル
コールの方が高齢の患者が多いという特徴がある。

泉州全疾患に比べて泉州アルコールは70歳以上が少
なく、70歳未満が多いという特徴がある。
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60歳未

満, 19 , 

50.0%

60歳代, 

11 , 
28.9%

70歳以

上, 8 , 

21.1%

泉州アルコール

寛解・院内寛解

年齢区分【寛解・院内寛解】

60歳未

満, 85 , 

44.0%

60歳代, 

62 , 

32.1%

70歳以

上, 46 , 

23.8%

府内アルコール

寛解・院内寛解

60歳未

満, 90 , 

36.4%

60歳代, 

48 , 
19.4%

70歳以

上, 109 , 

44.1%

泉州全疾患

寛解・院内寛解

府内アルコールと泉州アルコールでは、泉州アル
コールの方が60歳以上の患者がやや少なく、60歳未
満の患者がやや多い。

泉州全疾患に比べて泉州アルコールは70歳以上が少
なく、70歳未満が多い。
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入院形態区分【全状態像】

医療保

護入院, 

198, 

29.2%

任意入

院, 478, 

70.5%

措置入院・緊急

措置入院, 2, 

0.3%

府内アルコール

医療保

護入院, 

41, 

28.9%

任意入

院, 101, 

71.1%

泉州アルコール

医療保

護入院, 

1,605 , 

51.0%

任意入

院, 

1,531 , 
48.7%

措置入院・緊急

措置入院, 7 , 

0.2%

その他, 1 , 0.0%

泉州全疾患

府内アルコールと泉州アルコールでは、任意入院の
割合はほぼ同じである。

泉州全疾患と泉州アルコールを比較すると、任意入
院の割合は泉州アルコールの割合の方が多い。
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入院形態区分【寛解・院内寛解】

医療保

護入院, 

21, 

10.9%

任意入

院, 171, 

88.6%

措置入院・緊急

措置入院, 1, 

0.5%

府内アルコール

寛解・院内寛解

医療保

護入院, 

1, 2.6%

任意入

院, 37, 

97.4%

泉州アルコール

寛解・院内寛解

医療保

護入院, 

63 , 

25.5%

任意入

院, 182 , 

73.7%

措置入院・緊急

措置入院, 2 , 

0.8%

泉州全疾患

寛解・院内寛解

府内アルコールと泉州アルコールでは、任意入院の
割合は泉州の方が高くなっている。

泉州全疾患に比べて任意入院の割合は、泉州アル
コールの方が高くなっている。

府内アルコールと泉州アルコールでは、任意入院の
割合は泉州の方が高くなっている。

泉州全疾患に比べて任意入院の割合は、泉州アル
コールの方が高くなっている。
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病院住所地：泉州圏域の病院に入院している者の数

疾患名区分【全状態像】
アルコールの割合は、入院時住所地ベースでは、府内4.7%、泉州4.5%とほぼ同じであるが、病院所在地ベー
スでは府内4,7%、泉州7.9%と泉州の比率が高くなっている。

疾患名区分（入院時住所地） 府内 泉州
人数 割合 人数 割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 4,241 29.1% 1,214 38.6%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (2,181) (15.0%) (630) (20.0%)

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (343) (2.4%) (117) (3.7%)

アルツハイマー病の認知症・血管性認知症以外の、
症状性を含む器質性精神障害（F02-F09）

(1,717) (11.8%) (467) (14.9%)

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 826 5.7% 169 5.4%

F10アルコール使用による精神及び行動の障害
(678) (4.7%) (142) (4.5%)

覚せい剤による精神及び行動の障害※ (91) (0.6%) (19) (0.6%)

アルコール覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び行動の障害※ (57) (0.4%) (8) (0.3%)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 6,942 47.6% 1,242 39.5%

気分（感情）障害（F3） 1,519 10.4% 354 11.3%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 238 1.6% 35 1.1%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 55 0.4% 4 0.1%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 35 0.2% 3 0.1%

精神遅滞〔知的障害〕（F7) 305 2.1% 76 2.4%

心理的発達の障害（F8） 162 1.1% 12 0.4%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障
害（F9)

60 0.4% 10 0.3%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 42 0.3% 8 0.3%

その他 143 1.0% 17 0.5%

不明 1 0.0% 0 0.0%

総計 14,569 100.0% 3,144 100.0%

疾患名区分（病院所在地） 府内 泉州
人数 割合 人数 割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 4,241 29.1% 1,781 35.6%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (2,181) (15.0%) (850) (17.0%)

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (343) (2.4%) (171) (3.4%)

アルツハイマー病の認知症・血管性認知症以外の、
症状性を含む器質性精神障害（F02-F09）

(1,717) (11.8%) (760) (15.2%)

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 826 5.7% 463 9.3%

F10アルコール使用による精神及び行動の障害
(678) (4.7%) (397) (7.9%)

覚せい剤による精神及び行動の障害※ (91) (0.6%) (45) (0.9%)

アルコール覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び行動の障害※ (57) (0.4%) (21) (0.4%)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 6,942 47.6% 2,033 40.6%

気分（感情）障害（F3） 1,519 10.4% 456 9.1%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 238 1.6% 45 0.9%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 55 0.4% 3 0.1%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 35 0.2% 13 0.3%

精神遅滞〔知的障害〕（F7) 305 2.1% 145 2.9%

心理的発達の障害（F8） 162 1.1% 22 0.4%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害（F9) 60 0.4% 3 0.1%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 42 0.3% 16 0.3%

その他 143 1.0% 24 0.5%

不明 1 0.0% 0 0.0%

総計 14,569 100.0% 5,004 100.0%

入院時住所地：泉州圏域を住所地とする入院者の数 9



疾患名区分【寛解・院内寛解】
全状態像に比べて高い割合となっているが、その中でも泉州の方が高くなっている。病院所在地ベースでは
府内10.9%、泉州26.4%となっており、泉州の比率が際立って高くなっている。

〔寛解・院内寛解群〕(入院時住所地） 府内 泉州
計 割合 人数 割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 416 23.6% 73 29.6%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (187) (10.6%) (23) 9.3%

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (38) (2.2%) (8) 3.2%

アルツハイマー病の認知症・血管性認知症以外の、症状性を含む器
質性精神障害（F02-F09）

(191) (10.8%) (42) 17.0%

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 215 12.2% 44 17.8%

F10アルコール使用による精神及び行動の障害
(193) (10.9%) (38) (15.4%)

覚せい剤による精神及び行動の障害※ (10) (0.6%) (3) (1.2%)

アルコール覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び行動の障害※ (12) (0.7%) (3) (1.2%)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 650 36.8% 72 29.1%

気分（感情）障害（F3） 321 18.2% 47 19.0%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 54 3.1% 1 0.4%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 12 0.7% 2 0.8%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 8 0.5% 0 0.0%

精神遅滞〔知的障害〕（F7) 28 1.6% 2 0.8%

心理的発達の障害（F8） 30 1.7% 0 0.0%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害
（F9)

10 0.6% 1 0.4%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 4 0.2% 1 0.4%

その他 16 0.9% 4 1.6%

不明 0 0.0% 0 0.0%

総計 1,764 100.0% 247 100.0%

〔寛解・院内寛解〕（病院所在地） 府内 泉州
計 割合 人数 割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 416 23.6% 151 29.3%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (187) (10.6%) (60) (11.6%)

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (38) (2.2%) (14) (2.7%)

アルツハイマー病の認知症・血管性認知症以外の、症状性を含む器質
性精神障害（F02-F09）

(191) (10.8%) (77) (14.9%)

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 215 12.2% 147 28.5%

F10アルコール使用による精神及び行動の障害
(193) (10.9%) (136) (26.4%)

覚せい剤による精神及び行動の障害※ (10) (0.6%) (6) (1.2%)

アルコール覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び行動の障害※ (12) (0.7%) (5) (1.0%)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 650 36.8% 134 26.0%

気分（感情）障害（F3） 321 18.2% 61 11.8%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 54 3.1% 4 0.8%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 12 0.7% 1 0.2%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 8 0.5% 1 0.2%

精神遅滞〔知的障害〕（F7) 28 1.6% 5 1.0%

心理的発達の障害（F8） 30 1.7% 3 0.6%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害（F9) 10 0.6% 1 0.2%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 4 0.2% 1 0.2%

その他 16 0.9% 7 1.4%

不明 0 0.0% 0 0.0%

総計 1,764 100.0% 516 100.0%
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在院期間区分【全状態像】

1年未満, 

422 , 
62.2%

1年以上5

年未満, 

163 , 
24.0%

5年以上

10年未

満, 52 , 

7.7%

10年以

上, 41 , 

6.0%

府内アルコール

1年未満, 

69 , 
48.6%

1年以上5

年未満, 

42 , 
29.6%

5年以上

10年未

満, 17 , 

12.0%

10年以

上, 14 , 

9.9%

泉州アルコール

1年未満, 

1,099 , 
35.0%

1年以上5

年未満, 

1,136 , 
36.1%

5年以上

10年未

満, 460 , 

14.6%

10年以

上, 449 , 

14.3%

泉州全疾患

府内アルコールと泉州アルコールでは、1年未満は泉
州アルコールの方が比率が低く、逆に1年以上につい
ては、いずれの期間も泉州の方が高くなっている。

泉州全疾患と泉州アルコールでは、1年未満は泉州ア
ルコールの方が高く、逆に1年以上については、いず
れの期間も泉州全疾患の方が高くなっている。
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在院期間区分【寛解・院内寛解】

1年未満, 

156 , 
80.8%

1年以上5

年未満, 

28 , 14.5%

5年以上10

年未満, 6 , 

3.1% 10年以上, 

3 , 1.6%

府内アルコール

寛解・院内寛解

1年未満, 

32 , 
84.2%

1年以上5

年未満, 

4 , 10.5%

5年以上

10年未

満, 2 , 

5.3%

10年以

上, 0 , 

0.0%

泉州アルコール

寛解・院内寛解

1年未満, 

159 , 
64.4%

1年以上5

年未満, 

55 , 
22.3%

5年以上

10年未

満, 19 , 

7.7%

10年以

上, 14 , 

5.7%

泉州全疾患

寛解・院内寛解

泉州全疾患と泉州アルコールを比較すると、1年未満
は泉州アルコールの方が高く、寛解・院内寛解群に
おいても全状態像と同様の傾向である。

府内アルコールと泉州アルコールでは、1年未満は府内
80.8%、泉州84.2%と全状態像とは逆に泉州アルコールの
方が比率がやや高くなっている。寛解・院内寛解群では
全状態像とは傾向が逆になっている。
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退院予定の有無【全状態像】

114, 
17%

401, 
59%

163, 
24%

府内アルコール

27, 19%

93, 66%

22, 15%

泉州アルコール 354 , 
11%

2,588 , 
82%

202 , 7%
泉州全疾患

泉州全疾患と泉州アルコールを比較すると、「退院
予定」、「病状（主症状）が落ち着き、入院によら
ない形で治療ができる程度まで回復」は、いずれも
泉州アルコールの方が比率が高い。

府内アルコールと泉州アルコールを比較すると、府
内アルコールの比率の方が高くなっている。

■病状（主症状）が落ち着き、入院によらない形で治療ができる程度まで回復
■病状（主症状）が不安定で入院による治療が必要
■退院予定
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退院予定の有無【寛解・院内寛解】

55, 29%

56, 29%

82, 42%

府内アルコール

寛解・院内寛解

15, 40%

7, 18%

16, 42%

泉州アルコール

寛解・院内寛解

87 , 35%

55 , 22%

105 , 
43%

泉州全疾患

寛解・院内寛解

泉州全疾患と泉州アルコールを比較すると、「退院
予定」は大きな差は見られない。
「病状（主症状）が落ち着き、入院によらない形で
治療ができる程度まで回復」は、泉州アルコールの
方が高くなっている。

府内アルコールと泉州アルコールを比較すると、
「退院予定」は大きな差は見られない。
「病状（主症状）が落ち着き、入院によらない形で
治療ができる程度まで回復」では泉州アルコールの
方が高くなっている。

■病状（主症状）が落ち着き、入院によらない形で治療ができる程度まで回復
■病状（主症状）が不安定で入院による治療が必要
■退院予定
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退院阻害要因【全疾患】（複数回答）
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

病状は落ち着いているが、ときどき不安定な病状が見…

病識がなく通院服薬の中断が予測される

反社会的行動が予測される

退院意欲が乏しい

現実認識が乏しい

退院による環境変化への不安が強い

援助者との対人関係がもてない

家事（食事,洗濯,金銭管理など）ができない

家族がいない、本人をサポートする機能が実質ない

家族から退院に反対がある

住まいの確保ができない

生活費の確保ができない

日常生活を支える制度がない

救急診療体制がない

退院に向けてサポートする人的資源が乏しい

退院後サポート・マネジメントする人的資源が乏しい

住所地と入院先の距離があり支援体制をとりにくい

身体的機能や状態を原因としたADLの低下がある

身体合併症の程度が重いなど身体面のフォローが必要…

その他の退院阻害要因がある

退院阻害要因（複数回答）

府内アルコール 泉州全疾患 泉州アルコール

府内アルコール
①「現実認識が乏しい」
②「住まいの確保ができない」
③「家事（食事,洗濯,金銭管理など）ができな
い」
泉州全疾患
①「退院意欲が乏しい」
②「病状は落ち着いているが、ときどき不安定な
病状が見られ、そのことが退院を阻害する要因に
なっている」
③「現実認識が乏しい」
泉州アルコール
①「病識がなく通院服薬の中断が予測される」
②「現実認識が乏しい」
③「家事（食事,洗濯,金銭管理など）ができな
い」「住まいの確保ができない」
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退院阻害要因【寛解・院内寛解】（複数回答）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

病状は落ち着いているが、ときどき不安定な病状が見…

病識がなく通院服薬の中断が予測される

反社会的行動が予測される

退院意欲が乏しい

現実認識が乏しい

退院による環境変化への不安が強い

援助者との対人関係がもてない

家事（食事,洗濯,金銭管理など）ができない

家族がいない、本人をサポートする機能が実質ない

家族から退院に反対がある

住まいの確保ができない

生活費の確保ができない

日常生活を支える制度がない

救急診療体制がない

退院に向けてサポートする人的資源が乏しい

退院後サポート・マネジメントする人的資源が乏しい

住所地と入院先の距離があり支援体制をとりにくい

身体的機能や状態を原因としたADLの低下がある

身体合併症の程度が重いなど身体面のフォローが必要…

その他の退院阻害要因がある

退院阻害要因（複数回答）（寛解・院内寛解）

府内アルコール 泉州全疾患 泉州アルコール

府内アルコール
①「住まいの確保ができない」
②「家族から退院に反対がある」
③「病識がなく通院服薬の中断が予測される」
泉州全疾患
①「退院意欲が乏しい」
②「病状は落ち着いているが、ときどき不安定
な病状が見られ、そのことが退院を阻害する要
因になっている」
③「住まいの確保ができない」
泉州アルコール
①「住まいの確保ができない」
②「病識がなく通院服薬の中断が予測される」
③「家事（食事,洗濯,金銭管理など）ができな
い」「家族から退院に反対がある」
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堺市二次医療圏

全 2,040人

AL     79人

大阪市二次医療圏

全 158人

AL    2人

豊能二次医療圏

全 1,635人

AL     33人

三島二次医療圏

全 1,924人

AL     85人

北河内二次医療圏

全 1,331人

AL 20人

中河内二次医療圏

全 1,272人

AL     20人

南河内二次医療圏

全 1,205人

AL     42人

泉州二次医療圏

2次医療圏 入院者の状況

全：全疾患
AL：アルコール

全 5,004人

AL   397人

圏域別 入院者数

全疾患 アルコール

豊能 1,635 33

三島 1,924 85

北河内 1,331 20

中河内 1,272 20

南河内 1,205 42

泉州 5,004 397
大阪市 158 2

堺市 2,040 79

総計 14,569 678
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堺市二次医療圏

全 90人

AL  3人

全 333人

AL  51人

大阪市二次医療圏

全 4人

AL 0人

全 819人

AL  87人

豊能二次医療圏

全 3人

AL 0人

全 51人

AL  5人

三島二次医療圏

全 6人

AL 0人

全 24人

AL  3人

北河内二次医療圏

全 13人

AL  0人

全 108人

AL    6人

中河内二次医療圏

全 8人

AL  0人

全 135人

AL  17人

南河内二次医療圏

全 20人

AL  0人

全 122人

AL  21人

泉州二次医療圏

他府県

全 361人

AL  65人

不明

全 51人

AL 3人

2次医療圏 流入出の状況

全：全疾患
AL：アルコール

泉州圏域住所地患者の医療機関
所在地別人数（流出の状況）

全疾患 アルコール

豊能 3 0

三島 6 0

北河内 13 0

中河内 8 0

南河内 20 0

大阪市 4 0

堺市 90 3

他府県 0 0

流出計 144 3
泉州 3,000 139
合計 3,144 142

泉州圏域医療機関の患者住所地
別人数（流入の状況）

全疾患 アルコール

豊能 51 5

三島 24 3

北河内 108 6

中河内 135 17

南河内 122 21

大阪市 819 87

堺市 333 51

他府県 361 65

流入計 1,953 255
泉州 3,000 139
不明 51 3

合計 5,004 397
全 3,000人

AL   139人

18


